
薬用植物学 試験解答例と配点 妙  

禍1  

問1（さ点：下線部に相当する松のないものが多かった）  

双子葉拡鴨の鶴見、圭♯と搬からなる垂線系を形成一し、シンクとしての機能が発達して  

いる．し－がっ  こここ             か  々の こ     が  さ  

れいろいろ寧轟鱒卿程卿．これに対して、棚の♯ほひ触＝となるこ  

とが多く、モ申榊揖師嘩醸してシンクとして榔する・したが？て、  

双子葉櫨鞠で緩穣恕、細するもの縛lヽ  

柵2（12点：用途につlヽて練練点対敵かも線外；各l点）   

悶さ（地下茎瑚各1点、拗2点）   

根茎 穐棚東、したもの   

職 嘲大したもめ1隋を持へ  
球茎 嘲靡決したもの．   

♯茎 耶墜の棚事柄化したもの．  

同4（各1点；用途について肋、ち掛した）  

鴨2（始点；貌明2点1酬鋼2点）  

d袖に含まれ都脚咽の跡  
抽叫墓匡脚脚合し由l嘩酵宥ナる地軸の総称  

d加卿伽欄馳瑚給し恕楯を有する樹咄  
d）p・仏和叫虚血鵬故にさ分子のマロ朝倉もて生じた酬の緋  

同類さく加点；各さ点）  

d生物申榊位である種のこと．形臆的．に他の禰忠明濃に区別され、．他の個体と交  

配して生麓能力を持つ手を生じ、カ！つ一章の地理的分配示す■体群であると二応の泉鼓が  

されている．  

b）学名のこと．国際命名伽に従って命名された名煎で、腕と研からなり、ラテ  

ン語で宅配される．  

e）伽に含まれる芳香性勝也）の油を言う。生理活性を持つものが多t㌔  

d）アブラナ科の1年塵縦鞠で、和名をシロイヌナズナと†、う．ゲノムサイズが小さい、  

個体のすイズが小さい、生長胡早いなどの理由から植物科学の研究におけるモデル植物と  

して用いられている．そのゲノムの全塩基配列が高等嬢物としては初めて2㈱年に決定さ  
′  

．   



れた．  

e）ホメオティツタ遺伝子 体の節構造の形成に関与している遺伝子で、その突然変異によ  

っていわゆるホメオテイクタ突然変異体を生じる．  

0糖、タンパク宋、虎賞などの生命活動に必須の第1次代搬産物から派生して、種々のセ  

分子有機化合■を生成する珊のこと。  

g）子房や子房蜜が紀夫して果実の主要節分を形成した果実を豪農（ブドウ、カキなど）、  

子房以外の花の細分が一緒に」巴大して臭素の塵震職分せ欄戚しているものを偽果（イ  

チゴやリンゴなど）という。  

h）紳が2■臥上に完全に分喪一し怠業のこと．  

カ軸分醐のl犠で、多鋤毛の先繊頗が抽を掬しているもの軌、う．  

j）異なる書に■ナる榊では、様々細によって交紀が成立しないか、成立しても  

生じた子は生魚絶勤密有しなり■こ必頑集塵いう．  

4  

繹11く各1点）  

1＞ケシ 2＞耕 さ＞乳液 4＞アヘン 丘＞榊 ○＞僻 了＞和薬 8＞フウロブウ  

℡＞ゲンノショウコ 畑＞蜘（血潮 11＞，ンドゥ12＞センプ少 Ⅶ＞書味妊書藁  

14＞漢方薬＋述＞鞍．  

間2け点）  

d13  

b）4  

筒3（各l点で8点）  

かっこん タズ マメ科・根  

まおう マオウ マオウ科 二輪上茎  

たいそう ナツメ タロケメモドキ科果実  

かんぞう カンゾウ マメ科 根とストロン  

（毛根と大薫のみ挨点轍とした）   


